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　(１)事業者名及び代表者名

株 式 会 社 興 梠 建 設

代表取締役　興梠俊茂

　(２)所在地

事業所(本社) 〒882－1102 宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方950番地2

資材倉庫 〒882－1102 宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方955番地

　(３)環境管理責任者及び事務局及び連絡先

ＥＡ21 責任者 ： 常務　興梠裕昭

ＥＡ21 事務局 ： 甲斐智秋

　　　連絡先 連絡担当者 ： 甲斐智秋

ＴＥＬ ： 0982－72－2321 ＦＡＸ ： 0982－72－6738

Ｅ-mail ： info2@kourogi.co.jp

　(４)事業創立年月日

昭和29年4月〔創立より69年〕

　(５)事業活動の内容

【宮崎県知事　許可(特－3)第1406号】

土木工事業

【宮崎県知事　許可(般－3)第1406号】

建築工事業　とび・土工工事業　舗装工事業　塗装工事業

造園工事業　水道施設工事業　解体工事業

　(６)対象範囲　(全組織・全活動)

組織　・・・ 事業所(本社)、資材倉庫

活動　・・・ (5)事業活動のすべて

レポート対象期間 ・・・表紙に掲載

レポート発行日 ・・・ 表紙に掲載

　(７)事業規模

　(８)推進組織図

土木部門
佐藤哲也

 床面積（本社）

P-3

36

総務部門
甲斐智秋

158

150

 床面積（資材倉庫）

 工事件数

EA21責任者
興梠裕昭

件

代表者（社長）
興梠俊茂

㎡

㎡

12 18

１．事業概要

2022年

19

単　位

人

項　目

 従業員数

201９年 2020年 2021年

22 22 19

25

150 150 150

158 158 158

  

  



    ２．環境経営方針

1 ．

2 ．

「人材の育成」と「環境力の向上」に取り組みます。

3 ．

4 ．

5 ．

6 ．

改定日：

改定日：

改定日：

制定日：

代表取締役 興梠 俊茂

環 境 経 営 方 針
Environmental　management　policy

株式会社興梠建設は、ますます深刻化する地球温暖化の進行している今、次世代に美しい

地球環境を引き継ぐために、建設工事の事業活動における環境負荷の低減を図るために、

社員一丸となって自主的・積極的に、環境保全活動への取組に貢献します。

2020年8月1日

建設工事に於いて環境に与える影響を削減するため、次の事項に対して優先的に取り組みます。

　①電力、燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

　②事業活動工程から排出される廃棄物の3R（減量、再使用、再生利用）の取組み

　③節水活動による水使用量の削減

経営の仕組みを「環境経営システム」へと進化させ、その継続的改善を図るために

【 環境保全への行動指針 】

地域貢献活動とともに周辺住民の生活環境への配慮及び快適な現場環境づくりに努めます。

関連する環境の法規則を遵守するとともに、行政機関・団体・地域等の要請に協力します。

環境保全に関する啓発と、地域での社会貢献活動に努めます。

環境に配慮した施工の推進により、環境負荷の低減に努めます。

この環境方針は当社全従業員に周知徹底するとともに、一般に公表します。

2019年8月1日

2012年8月1日

2011年6月17日

株式会社興梠建設　

P-4
 



当社の環境目標は、環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定いたしました。

なお、目標設定の基準は、3年間(2017年7月～2020年6月)の実績の平均使用量を使用しています。

基準値
過去3年間

(2017年07月
～2020年06月)の

　平均使用量

　2020年度
（2020年07月～

　　2021年06月）

　2021年度
（2021年07月～

　　2022年06月）

　2022年度
（2022年07月～

　　2023年06月）

削減率⇒　 2.0％削減 2.3％削減 2.5％削減

事務所 7,309 7,163 7,141 7,127

現場 206,087 201,965 201,347 200,935

全社 213,396 209,128 208,488 208,062

削減率⇒　 2.0％削減 2.3％削減 2.5％削減

事務所 12,727 12,472 12,434 12,409

現場 2,203 2,159 2,152 2,148

全社 14,930 14,631 14,586 14,557

削減率⇒　 2.0％削減 2.3％削減 2.5％削減

事務所 1,247 1,222 1,218 1,216

現場 11,100 10,878 10,845 10,823

全社 12,347 12,100 12,063 12,039

削減率⇒　 2.0％削減 2.3％削減 2.5％削減

削減率⇒　 2.0％削減 2.3％削減 2.5％削減

事務所 222.8 218.3 217.7 217.2

現場 170.3 166.9 166.4 166.0

全社 393.1 385.2 384.1 383.2

削減率⇒　 2.0％削減 2.3％削減 2.5％削減

現場 59.0 57.8 57.6 57.5

※化学物質の使用、購入、保管、移動ともにありません。

※リサイクル率＝（再利用＋再生利用＋熱回収）÷総排出量×100

※二酸化炭素排出量は下記の:係数に基づき設定した。

購入電力 0.347 （kg-CO2/kWh) R02.1.7環境省公表

ガソリン 2.32 （kg-CO2/L)

軽油 2.58 （kg-CO2/L)

３．環境経営目標

取組み項目
目標項目（単位）

実施区

年度別環境目標

 １ 二酸化炭素排出量の削減（kｇ-CO2）

67,861

環境経営計画を遵守し
 再資源化率95％以上を目指す

２
廃
棄
物
の
削
減

①一般廃棄物の削減（kg）

②建設副産物の再資源化率の向上 現場
再資源化率
95%以上

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

①電力使用量の削減（kWh）

②ガソリン使用量の削減（Ｌ）

③軽油使用量の削減（Ｌ） 全社
(現場)

排出係数（B）

(ｋＷｈ)

69,601 68,209 68,000

P-5

(Ｌ) 2017年版環境への
負荷の自己チェック
に合わせた。

 ３ 水資源使用量の削減（㎥）

４
有
益
な

環
境
活
動

①環境ボランティア活動の取組推進 全社 10回/年 10回以上/年

②環境配慮の取組推進 全社
環境経営計画

を遵守
環境経営計画を遵守する

(Ｌ)

排出量（kg-CO2）=（A×B）

使用量（A） 及び　その(単位)



環境経営目標に対する達成状況は以下の通りです。実績値は、2022年度運用期間（7月～6月）の

12ヶ月で、目標値は2017～2019年度実績平均の同期間の削減率とする。

※　購入電力のＣＯ2排出係数は、九州電力の調整後排出係数0.３４７を使用しました。

※　項目１～３の達成率（目標/実績）が100％以上で、判定は○とする。

※　項目４－①の達成率（実績/目標）が100％以上で、判定は○とする。

※　項目２－②の再資源化率の向上は、９５％を目指しますが、工事の内容で達成できない場合もあるので、

　   判定はしない。

P-６

○

② 環境配慮の取組推進 全社
環境経営計画
を遵守する

環境経営計画
を遵守できた

－ ○

４
有
益
な
環
境
活
動

① 環境ボランティア活動の取組推進 全社 10回以上 18回 180.0%

３ 水資源使用量の2.3％削減（㎥） 現場 57.5 44.0 130.7% ○

○

②建設副産物の
　再資源化率の向上

現場
環境経営計画を遵守し
再資源化率95％以上

を目指す

環境経営計画の遵守
〔総排出量232.87ｔ]
リサイクル率76.5％

80.5% -

○

現場 166.0 174.0 95.4% ×

２ 廃棄物の削減と
　 建設副産物の
　 適正処理

①一般廃棄物の2.3％削減

　　　　　　　(㎏)

事務所 217.2 180.0 120.7%

全社 383.2 354.0 108.2%

③軽油使用量の2.3％削減（Ｌ）
全社
(現場)

67,861 25,493 266.2% ○

97.7% ×

全社 12,039 12,256 98.2% ×

×

②ガソリン使用量の2.3％削減（Ｌ）

事務所 1,216 1,183 102.8% ○

現場 10,823 11,073

○

現場 2,148 5,313 40.4% ×

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

①電力使用量の2.3％削減（kWh）

事務所 12,409 12,220 101.5%

全社 14,557 17,533 83.0%

○

全社 208,062 100,290 207.5% ○

１ 二酸化炭素排出量の削減（kｇ-CO2）

事務所 7,127 6,985 102.0% ○

現場 200,935 93,305 215.4%

４．環境経営目標の実績

取　組　項　目
2022年度目標値
(2022年07月～
 　2023年06月)

　2022年度実績
(2022年07月～
 　2023年06月)

達成率 判定

  

  



202２年度の環境経営計画とその取組結果及び評価は下記の通りです。
尚、活動期間は、202２年7月１日～202３年6月30日です。

②廃棄物保管場所へ仕切り設置による分別推進

②車両や建設機械の洗車は必要最小限にとどめ出来るだけ短時間で済ませる

○

○

P-７

○

○②環境配慮の取組推進

○

②環境配慮型重機等の利用

○

○

○

○

○

○

３ 水資源使用量の削減

２
廃
棄
物
の
削
減

①環境ボランティア活動の
　取組推進

○

○

○

②建設副産物の再資源化
　率の向上

②地域の環境ボランティア活動への参加
４
有
益
な
環
境
活
動

○

①廃棄物の分別計量と排出表への記録

②適正な車両の配置

③車両や建設機械の点検整備の徹底 ○

○

○

○

５．環境経営計画とその取組結果及び評価

○

取組項目 活動内容 取組結果 評価

①電力使用量の削減

①エコドライブ(急発進・急加速の禁止等)の徹底

○

②ガソリン使用量の削減 ②効率の良い配車

①エコドライブ(急発進・急加速の禁止等)の徹底

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底

②パソコンの離席時の電源オフ

③扇風機の併用でエアコンの利用の抑制

③軽油使用量の削減

①建設副産物の再資源化率の向上に努める

③資材置場の整理整頓による資材の再利用推進

○

１
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

冷暖房器具など電力使
用の現場事務所も多く
目標未達成となった
が、不要時･不要箇所
の電源オフに努めるこ
とができた。

遠方の現場が多く目標
未達成となったが、効
率の良い配車をし折り
返し運転をなくすこと
ができた。

基準値と比べて重機中
心の現場も減ったため
目標達成できた。今後
も車両や建設機械の点
検整備と効率的な動作
を徹底していく。

ダンボールや用紙の廃
棄が増え目標未達成と
なったが、資源ごみと
して古紙回収できたの
で今後も分別廃棄を徹
底していく。

建設副産物の再資源化
率の向上に努めること
ができている。今後も
資材置場を整理整頓し
再利用できる資材も活
用していく。

③現場への忘れ物をなくし、折り返し運転の撲滅

②裏紙使用、集約コピーに努める

③用紙はファイルから外して古紙回収へ

 

①一般廃棄物の削減

水を使用する現場へ数回
運び入れたため目標未達
成となったが、こまめな
蛇口の開閉を徹底し劣化
したパッキンの交換をし
た。

①本社及び現場周辺の環境美化活動

①環境に関する研究・講習への参加

道路清掃、橋清掃など
のボランティア活動に
参加できた。今後も積
極的に活動していく。

水辺工法研修会への参
加ができ、現場では地
域住民へ環境対策など
の説明を行った。今後
も環境配慮に取組んで
いく。

①使用時はこまめな蛇口の開閉及び閉め忘れ防止の徹底

③事務用品はグリーン商品を優先的に使用



次年度(202３年度)の環境経営目標及び環境経営計画は下記の通り取組みます。
202２年度終了後、活動内容を一部見直しました。

（実施スケジュールの年間は、7月から翌年6月です。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
特記： 環境経営目標は、2023年度から始まる第五次中期の2023年度を掲載しています。

４
有
益
な
環
境
活
動

P-８

１二酸化炭素排出量の削減
全社

135,091
kg-CO2

EA21
責任者

①年間①省エネ活動の推進

①環境に関する研究・講習への参加
②環境配慮型重機等の利用
③事務用品はグリーン商品を優先的に使用

土木部
佐藤

①年間
②年間
③年間

①環境ボランティア活動
　の取組推進

①本社及び現場周辺の環境美化活動
②地域の環境ボランティア活動への参加

土木部
佐藤

①随時に
　実施
②随時に
　実施

②環境配慮の取組推進

３ 水資源使用量の削減
①使用時はこまめな蛇口の開閉及び閉め忘れ防止の徹底

②車両や建設機械の洗車は必要最小限にとどめ出来るだけ短時間で済ませる

土木部
佐藤

①年間
②年間

２
廃
棄
物
の
削
減

①一般廃棄物(最終処分量)
　の削減

①廃棄物の分別計量と排出表への記録
②裏紙使用、集約コピーに努める
③ファイルと用紙を分別し古紙回収へ

土木部
佐藤

総務部
甲斐

①年間
②年間
③年間

①電力使用量の削減
①不在箇所・不在時などの電源オフの徹底
②空調設備等の定期的なフィルター清掃に努める
③扇風機の併用でエアコン利用の抑制省

エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

②ガソリン使用量の削減

②建設副産物の再資源化率
　の向上

①前車との車間距離をとり、無駄な加減速を行わない

②効率の良い配車
③タイヤの空気圧など車両点検・整備の徹底

③軽油使用量の削減
①重機などのフルパワー操作防止(アクセルは8割程度)

②適正な車両の配置
③車両や建設機械の点検整備の徹底

①建設副産物の再資源化率の向上に努める
②廃棄物保管場所へ仕切り設置による分別推進
③資材置場の整理整頓による資材の再利用推進

次年度の
環境経営目標

６．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

取組項目 活動内容
推　進
責任者

実施スケ
ジュール

次　年　度　の　環　境　経　営　計　画

現場
57.1

  m3

10回以上

環境経営計画
の遵守

土木部
佐藤

総務部
甲斐

①年間
②年間
③年間

①年間
②年間
③年間

土木部
佐藤

全社
252.7
  kg

環境経営計画
の遵守

再資源化率
95％以上

全社
19,391

kWh

全社
11,476

  Ｌ

全社(現場)
39,118

  Ｌ

土木部
佐藤

①年間
②年間
③年間

土木部
佐藤

①年間
②年間
③年間

  

  



当社に関連する主な法規制は下表のとおりです。

委託契約の締結、マニフェストの交付

産業廃棄物管理票交付等状況報告(6月30日までに知事へ報告)

保管場所の掲示板設置

発注者への書面による計画等説明、完了報告

工事着手する日の7日前までに必要事項を都道府県知事に届出

分別解体、再資源化促進、再資源使用

定格出力7.5kW未満の業務用エアコン等の簡易点検実施

(重機搭載のエアコンを含む)

再資源利用計画書･実施書の作成

再資源利用促進計画書･実施書の作成

知事へ7日前までに届出

作業敷地境界にて85デジベル以下

知事へ7日前までに届出

作業敷地境界にて75デジベル以下

特定工事の場合、工事の受注者は特定工事に該当するか否かを調査し、

発注者に書面で説明。調査結果記録の保存

定期清掃(年1回)、保守点検(年3回)の実施

法定検査(第11条)の実施

当社の事業に関係する主な環境関連法規は、担当者が定期的にWeb（環境省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ環境基準・法令等)の

改訂履歴や建設業協会等からのお知らせ等から年次の運用開始時に見直しと取りまとめを行っててます。

関連法規の遵守状況確認を毎年4回実施しており、違反はありませんでした。

また、地域住民からの訴訟等及び監督官庁からの指摘もありませんでした。

尚、現場での遵守状況は、月1回の安全パトロールや会議等を通じて常に確認しています。

P-９

７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

８．代表者による全体評価と見直しの結果

遵守

遵守

建設リサイクル法

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

再生資源利用省令

回収･照合確認(発行後B2･D票-90日、E票-180日以内) A票の5年間保管

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守状況遵守事項主な法規名

遵守

遵守

該当なし

該当なし

遵守

大気汚染防止法 該当なし

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

⑥環境経営システム(その他全般) 特になし。

評価項目 代表者による評価と指示〔○当年度の評価　●次年度への指示〕

①環境活動計画の実施状況及び
      環境目標の達成状況

○環境経営計画・実施状況管理表及び環境経営目標進捗管理表で
　確認した。当年度の環境経営計画は全社で実施されている。現
　場での電力使用量やガソリン使用量で目標未達成があるが、二
　酸化炭素排出量削減では目標達成となっている。
　また、事務所での一般廃棄物削減できなかった期間が一部あり
　現場での一般廃棄物削減は目標未達成となった。
　水使用量においても削減できなかった期間があった。
●次年度は新しく策定した第五次中期の202３年度の目標値で
　運用し、環境経営計画で見直すべき取組項目があれば改訂す
　るように。

②環境関連法規等の遵守状況
○環境関連法規の取りまとめ(兼)遵守評価表で確認した。当社に
　関する法規等は随時に取り纏めされすべて遵守している。
●次年度も当社に関する法規を念頭に置き遵守するように。

③外部からの環境に関する苦情や要望等

○環境情報記録表で確認した。苦情･クレームがなく、ボラン
　ティア活動もできていたので良かった。
●次年度も苦情や依頼等があった場合は早急に対応し、地域貢
　献活動等に積極的に参加していくように。

④環境経営方針
○●2017年版へ移行した2019年度と2020年度で改定したの
　　で特に不具合が無ければ改定せず継続する。

⑤実施体制 ○●現行体制で不具合は無いので現行体制を継続する。

  

  

  

  


